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【１】基本的な考え方 
 

 

１ 総合戦略の趣旨・経緯  

本市における人口状況をみてみると、2002年以降は死亡数が出生数を上回る「自

然減」、転出数が転入数を上回る「社会減」の両方マイナスの状況が続いている。ま

た、国立社会保障・人口問題研究所の本市将来推計人口によると、現状のままでは、

20年後の2040年には総人口が20,000人を割り、推計人口に占める生産年齢人口

率（15～64歳）は45.3%と2015年比10.6ポイントの減少、年少人口率（0～14

歳）は10.６%と2015年比2.0ポイントの減少、一方で高齢者人口率（65歳以上）

は44.1%と2015年比12.5ポイントの増加といった予測が出されている。 

このような現状の中、本市では、「まち・ひと・しごと創生法（平成26年法律第

136号）」の趣旨を踏まえ、2015年10月に「第1期嬉野市まち・ひと・しごと創

生総合戦略（2015～2019年度）」（以下「第1期総合戦略」という。）を策定し、

人口減少幅をできるだけ小さくしつつ、人口減少社会に力強く立ち向かい、自分のま

ちに愛着と誇りを持てるようなまちづくりを進めるとともに、地域内外との交流を促

進し交流人口の増加を図るための様々な施策・事業を展開してきた。 

国においては、2020年度からを「地方創生の次のステージ」と位置づけ、2019

年12月に「第2期まち・ひと・しごと創生総合戦略」が策定された。本市において

も、第1期総合戦略の総合的な施策・事業の効果検証に取り組むとともに、「継続は

力なり」という姿勢を基本とし、これまでの地方創生の取組み成果や課題を踏まえな

がら、2020年度を初年度とする「第2期嬉野市まち・ひと・しごと創生総合戦略」

（以下「第2期総合戦略」という。）を策定し、多様な地方創生の取組みを継続的か

つ重点的に推進し、地方創生の動きをさらに加速させていくこととする。 

  

 

２ まち・ひと・しごとの創生と好循環を確立する総合戦略 

地域の人口減少や活力減退の構造的な課題を解決するためには、 “しごと”が“ひ

と”を呼び、“ひと”が“しごと”を呼び込む好循環を確立することで、本市への新た

な人の流れを生み出し、さらなる雇用を創出していくことが必要である。そして、そ

の好循環を支える“まち”が活力を取り戻し“地域”全体を輝かせ、人々が安心して

生活を営み、希望を持って子どもを産み育てられる環境を創り出すことが求められて

いる。 

  

   

３ 総合戦略の位置づけ 

第2期総合戦略は、まち・ひと・しごと創生法第10条に基づき、第1期時にとりまと

めた「嬉野市人口ビジョン」において示した人口の将来推計を展望し、第1期総合戦略

で実践してきた地方創生に関する様々な取組みを継続・強化していくために、基本目

標と数値目標、それに対する基本的方向、および基本目標の中の分野別項目、重要業

績評価指標（ＫＰＩ）、そのための具体的な施策をとりまとめたものである。 
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４ 総合戦略の計画期間 

第2期総合戦略の計画期間は、2020（令和2）年度から2024（令和6）年度まで

とする。 

 

 

５ 嬉野市総合計画との関係 

第2期総合戦略は、本市のまちづくりの基礎となる「第2次嬉野市総合計画」(計画

期間：2018～2025年度)を上位計画とし、その総合計画の中の「まち・ひと・しご

と創生」の分野に焦点を当て、重点的かつ分野横断的に取り組む施策を、本市の「第

2期まち・ひと・しごと創生総合戦略」と位置づける。 
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【２】政策の企画・実行にあたっての基本方針 
 

 

１               まち・ひと・しごとの創生に向けた政策５原則 

人口減少の克服と本市の創生を確実に実現していくため、国の第2期総合戦略で掲げ

られている「まち・ひと・しごとの創生に向けた政策５原則」に基づき、関連する施

策を展開する。 

 

≪まち・ひと・しごとの創生に向けた政策５原則≫ 

(1)  自立性 ・・・ 地方公共団体・民間事業者・個人等の自立につながるような施策

に取り組む。 

(2)  将来性 ・・・ 施策が一過性の対症療法にとどまらず、将来に向かって構造的な

問題に積極的に取り組む。 

(3)  地域性 ・・・ 地域の強みや魅力を活かし、その地域の実態に合った施策を自主

的かつ主体的 に取り組む。 

(4)  総合性 ・・・ 施策の効果をより高めるため、多様な主体や他の地域・施策との

連携を進めるなど、総合的かつ直接的に支援する施策に取り組む。 

(5)  結果重視・・・ 明確な PDCA メカニズムの下に、客観的データに基づく現状分

析や将来予測等により短期・中期の具体的な数値目標を設定し

た上で施策に取り組む。 

 

 

２ 嬉野市における「まち・ひと・しごと創生」 

人口減少や少子高齢化が一層進み、東京圏一極集中の傾向が継続している中、本市

では現代社会に力強く立ち向かい、自分のまちに愛着と誇りを持てるようなまちづく

りを進めるとともに、本市の特性や資源を活かしながら、地域での豊かで持続可能な

暮らしおよび地域内外との交流促進による交流人口や関係人口増など、将来にわたっ

て活力ある「嬉野市」の実現を目指していく。 

地方創生は一朝一夕にはいかない息の長い取組みである。第２期総合戦略において

も、持続可能な地域社会の構築を目指し、第1期総合戦略で実施してきた地方創生の

取組みを継続していく必要がある。そのためには、下記の第1期総合戦略に掲げた4

つの基本目標の枠組みを維持しつつ、この柱に沿って具体的な施策の必要な強化を図

っていくとともに、分野横断的な取組みや新たな視点にも重点において施策を展開し

ていき、多様な地方創生の取組みを継続的に推進していく。 

 

・基本目標①  嬉野市に住みたい・行きたい“ひと”の流れをつくる 

・基本目標②  嬉野市で働きたい“しごと”をつくる 

・基本目標③  嬉野市で結婚・出産・子育てしたい“まち”をつくる 

・基本目標④  嬉野市で安心して暮らしたい“地域”をつくる 

・分野横断的取組み① 多彩な嬉野市の魅力を発信する 

 ・分野横断的取組み② 多様な人材が嬉野市で活躍する 

・分野横断的取組み③ 新しい時代の流れを嬉野市の力にする 
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３ 総合戦略の取組体制とＰＤＣＡの確立 

総合戦略の進行管理については、下記の取組体制およびPDCAサイクル※をもって実

施していくこととする。 

 

（1）目標設定 

  施策の基本目標については、国が示す政策４分野ごとに5年後の2024（令和6）

年度末までの実現すべき成果（アウトカム）にかかる数値目標を設定する。また、

政策分野ごとに講ずべき施策の基本方向およびその下に各分野別項目と具体的な施

策を盛り込み、各施策の効果を客観的に検証できる指標（重要業績評価指標＝ＫＰ

Ｉ）を設定する。 

 

（2）実行 

「嬉野市総合戦略会議～まち・ひと・しごと創生本部設置要綱（平成26年訓令第 

18号）」の規定に基づき、庁内で構成する嬉野市創生本部（本部長 ：市長 ）を中

心に各部・課等が多様な関係者との連携により、総合戦略の基本目標に沿った具体

的な施策・事業の推進や評価・検証等を行う。 

 

（3）検証・改善等 

「嬉野市総合戦略推進委員会条例（平成27年条例第21号条例）」の規定に基づ

き、 産官学勤労言士など幅広い分野からの有識者、地域団体の代表者および市民等

で組織する「嬉野市総合戦略推進委員会」（以下「推進委員会」という。）におい

て、各年度の数値目標の状況確認や具体的施策の効果検証等を行う。また、必要に

応じて以後の目標数値や具体的な施策の改善や変更を検討する。なお、市議会にお

いても、総合戦略全般や推進委員会の検討事項等について、説明・報告を行う。 

   

   

※ＰＤＣＡサイクル・・・Ｐｌａｎ（計画）、Ｄｏ（実行）、Ｃｈｅｃｋ（評価）、Ａｃｔｉｏｎ（改善）の４つの 

視点をプロセスの中に取り込むことで、継続的な改善を推進するマネジメント手法のこと。 

 

 

 

 

     

 
 



【３】基本目標、重要業績評価指標（KPI）および具体的な施策等 

- 5 - 
 

① 嬉野市に住み

たい・行きたい 

 “ひと” 
の流れをつくる 

② 嬉野市で働き

たい 

“しごと” 

をつくる 

 
③  嬉野市で結

婚・出産・子育

てしたい 

“まち” 
をつくる 

 

④ 嬉野市で安心

して暮らしたい 

“地域” 

をつくる 

【３】基本目標、重要業績評価指標（KPI）および具体的な施策等 
 

 

１ 成果（アウトカム）を重視した目標設定 

政策の基本目標については、本市の人口・経済の中長期展望を示した「嬉野市人口

ビジョン」を踏まえ、第2期総合戦略の目標年次である2024（令和6）年度において、

市として実現すべき 成果（アウトカム）を重視した数値目標を設定する。 

 

 

２ 政策の基本目標および分野横断的取組み 

多くの資源や地域性を活かした観光まちづくり、移住・定住支援、住みよい環境整

備による“ひと”の交流、企業誘致、産業振興による誰もがやりがいや生きがいが持

てる“しごと”の創出、安心して子どもを産み育てられる“まち”づくり、人と人との

つながりを大切に市民が一体となって暮らしを守っていく “地域”づくり   。 

人口減少社会に力強く立ち向かい、自分のまちに愛着と誇りを持てるまちづくりを

進め、将来にわたって持続可能な活力ある「嬉野市」を実現していくために、次の4つ

の「基本目標」に沿って継続的に取り組んでいく。また、すべての基本目標に関わる

「分野横断的取組み」も積極的に推進していくこととする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

人口減少の抑制と交流人口・関係人口の増加 

分野横断的取組み 
・①多彩な嬉野市の魅力を発信する 

・②多様な人材が嬉野市で活躍する 

   ・③新しい時代の流れを嬉野市の力にする 
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＜分野横断的取組み＞  

 

地方創生の動きや時代の流れから顕在化する重要課題に対し、本総合戦略で掲げた４

つの基本目標すべての分野に横断的に関わる取組みを「分野横断的取組み」として掲げ、

積極的に推進していくこととする。 

 

〔基本的方向〕 

○ これまで実施してきた各分野別での情報発信やプロモーション活動に留まらず、各方

面で「選ばれるまち うれしの」を目指し、各分野が強く連携しながら、市全体とし

ての一元的かつ効果的な情報発信および既存地域資源のブラッシュアップや新たな発

掘とそれらを融合した観光誘客、移住促進、企業誘致、各産業における販路拡大など、

本市の特性を活かした魅力を市内外に発信していく。 

 

○ 多くの市民や本市に関わる人々が、様々な分野における担い手として、あらゆる社会

活動等に積極的に参画できるよう、女性や高齢者、外国人など多様な人々が地域社会

で活躍できる環境づくりを推進する。また、複雑多様化する地域課題の解決に向けて、

共助・互助の考え方も踏まえ、地域の人々が協働・交流しながら、つながりを持って

支え合う体制づくりとその強化を図っていく。 

 

○ 未来技術の有効な活用は、モノやサービスの生産性や利便性を飛躍的に高め、産業や

生活等の質を大きく変化させるとともに、地域の課題解決や魅力向上につながること

が期待される。このような中で本市においてもSociety5.0※やDX※の推進を図っていく。

また、持続可能なまちづくりや地域活性化に向けて、地方創生の取組みの一層の充

実・進化が期待できるSDGs※の取組みにも注力していく。 

 
 

・分野横断的取組み①  多彩な嬉野市の魅力を発信する 

・シティプロモーションにおける「うれしのブランド」の確立 

    ・コミュニケーション型情報発信の展開 

   ・シティプロモーション推進体制の強化 

  

・分野横断的取組み②  多様な人材が嬉野市で活躍する 

     ・各分野で地域を支える担い手の育成 

    ・女性が輝くまちづくりの推進 

    ・地域における多文化共生の推進 

    ・地域コミュニティの維持・強化 

  

・分野横断的取組み③  新しい時代の流れを嬉野市の力にする 

・様々な分野におけるSociety5.0の推進 

・地域におけるＤＸの推進 

     ・SDGsの実現に向けた取組み 

・ゼロカーボンシティ※の実現に向けた取組み 
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※Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0・・・狩猟社会、農耕社会、工業社会、情報社会といった人類がこれまで歩んできた社会に次ぐ第5の新

たな社会を意味し、AI（人工知能）・IoT（モノのインターネット）・ロボティクスなどの革新的な技術を様々な分野に展開し

て新たな社会を実現しようとすること。 

 

※ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）・・・データとデジタル技術を活用し、社会のニーズを基に業務効率化やコスト

削減等を生みながら、モノやサービス、ビジネスモデル、さらにはそのプロセスや業務そのものが変革すること。 

 

※ＳＤＧｓ・・・2015年9月の国連総会で採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」に記載された2016年から2030

年までの具体的行動指針で、持続可能な開発のための17のグローバル目標と169のターゲット（達成基準）からなる国連の開

発目標のこと。 

 

※ゼロカーボンシティ・・・二酸化炭素の排出量を実質ゼロにすることで、首長の会見や各自治体のホームページなどで

「2050年までにゼロカーボンを目指す」と表明した自治体を「ゼロカーボンシティ」という。  
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＜基本目標①＞ 嬉野市に住みたい・行きたい“ひと”の流れをつくる 

 
 

【関連するSDGs の目標】 

 

     
  

     
 

 
 
【数値目標】 

    ■交流人口【観光客数】    2,395千人 （H30年： 1,968千人） 

■人口の社会減（5ヵ年累計）   500人以下 （H26～30年： 758人） 

     

 
 

〔基本的方向〕   

○ 本市の“ひと”の流れが劇的に変化する2022年度の西九州新幹線開業を契機に、行

政・民間事業者・各種関係団体、そして市民等が連携しながら、新幹線駅周辺のさら

なる整備促進および賑わい創出等に取り組み、交流人口・定住人口・関係人口の拡大

につなげていく。 

○ 本市の貴重な観光資源であるお茶・温泉・焼き物をベースに多様な地域資源の磨き上

げを行い、地域や各産業と連携した新たな観光の魅力づくりを目指していく。また、

「おもてなし」の視点に立った様々な観光客の受入体制を充実させ、「文化・スポー

ツ」「ひとにやさしいまち」といった方面からも、魅力あふれる「うれしの」の発信

を強化し、交流人口の増加を図っていく。 

○ 本市の豊かな自然環境や地域資源、福岡・長崎等へのアクセスの良さなど、恵まれた

住環境を広くＰＲするとともに、移住・定住支援策を充実させ定住人口の増加を図っ

ていく。また、ふるさと教育の充実により、「ふるさと・うれしの」に愛着と誇りを

持つ人材を育成し将来的な定住につなげていく。さらに、本市の「もの・ひと・こと」

に関わりを持ってくれる人（関係人口）の増大も図っていく。 
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（１） 新幹線を活かしたまちづくりの推進 
 

●  2022年度の西九州新幹線開業は、これまで全国とつながる鉄道がなかった本市にとって千 

載一遇の大きな好機（チャンス）です。「ひと・もの・情報」の交流をさらに活発化させ 

ることで、市全体の活性化および産業の振興につなげていきます。 

●  西九州を代表する観光地である本市にとって、新幹線の果たす役割は非常に大きいものが 

あります。新幹線効果を最大限に発揮できるような魅力的なまちづくりおよび駅前の賑わ 

いの創出に積極的に取り組んでいきます。 

● 西九州新幹線開業により、西九州の広域的玄関口として、佐賀県南西部地域や長崎県北部 

地域との交流・連携をさらに促進するとともに、嬉野温泉駅と温泉街等をつなぐ道路およ 

び公共交通ネットワークについても充実を図っていきます。 

 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

指標名 単位 
基準値（現状） 目標値 

2018（H30）年度 2024（R6）年度 

新幹線駅前交流施設来訪者数 千人/年 ― 400 

 

（具体的な施策） 

・ 「嬉野温泉駅周辺まちづくり委員会」の提言を踏まえた官民連携による賑わいづくりの推

進 

・ 関西、中国地方に向けたプロモーションおよび関連イベントの開催 

・ 県、沿線市や近隣自治体と連携した広域的誘客促進の取組み 

・ 新たな交通結節点となる新幹線駅から温泉街や市内外各地を結ぶ次世代モビリティを含む

二次交通の充実 

・ 国や他の道の駅等との連携による「道の駅」の機能充実 

・ 新たな交通拠点の誕生を契機としたAI、IoT、5G、自動運転などの未来技術を活用した取

組み 
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（２） 観光まちづくりの推進・国際交流活動の推進 
 

● 「選ばれる愛される観光地・うれしの」を目指し、地域・各産業等と連携しながら、観光 

資源の磨き上げや未来技術の活用によりさらなる魅力創出を図るとともに、「嬉野版ＤＭ 

Ｏ※」による観光まちづくりの推進を図ります。 

● 本市の認知度を高め、観光客増加につなげるために、国・地域や世代など各ターゲットの 

ニーズに応じた観光プロモーション等を実施します。 

● 関係団体等との連携により、観光客および地域住民へより充実した観光情報等の発信強化 

に努めます。 

● すべての観光客の利便性向上のために、観光分野における多言語対応やユニバーサルデザ 

イン（ＵＤ※）化等のおもてなし環境の充実を図ります。 

● 市内在住外国人を含む市民の豊かな国際感覚の醸成とグローバル人材育成のために、海外 

都市や在留外国人との地域文化の相互交流を推進します。 

 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

指標名 単位 
基準値（現状） 目標値 

2018（H30）年 2024（R6）年 

宿泊観光客数（全体） 千人/年 588 727 

外国人観光客数（宿泊） 千人/年 120 232 

 

（具体的な施策） 

・ 「温泉」、「食」、「自然」等を活用した新たな観光コンテンツや魅力の創出 

・ 関係団体等との連携による回遊性のある観光まちづくりの推進 

・ ターゲットやニーズを精査した顧客目線のプロモーションや情報の伝達 

・ 富裕者層・インバウンド向け高付加価値化商品の造成 

・ 広域的な観光ルート形成など広域連携による多様な観光振興事業の取組み 

・ 観光ポータルサイト等による観光情報のワンストップ化およびVR等の未来技術を活用した

観光情報発信の取組み 

・ 多言語対応、ＵＤ化など観光おもてなし体制・環境整備の促進 

・ 大学や関係機関等と連携した観光客受入体制の充実および人材育成 

・ モニタリングシステムを活用した源泉集中管理による温泉の保全 

・ 市内在住外国人等と市民との交流促進による多文化相互理解の推進 

・ 市民の地域経済循環の促進を図る体制構築 

・ 嬉野の自然環境やライフスタイル（暮らし観光）を活かした滞在型メニューの創出 

 
※ＤＭＯ・・・Destination Marketing／Management Organization の略で、地域の稼ぐ力を引き出すとともに、地域

の誇りと愛着を醸成する観光地経営の視点に立った観光地域づくりの舵取り役として、多様な関係者と協働しなが

ら、戦略の策定や調整機能を備えた法人のこと。 

 

※ＵＤ・・・「Universal Design  （ユニバーサル デザイン）」の略で、年齢や障がいの有無、言葉や文化など、

様々な違いを超えて、誰もが利用しやすい製品やサービス環境をつくろうとする考え方のこと。 
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（３） 移住・定住したいまちの推進 
 

● 移住・定住希望者に向け、豊かな自然環境や地域資源等の本市の魅力と新幹線開業や福 

岡・長崎へのアクセス面等の恵まれた住環境について、積極的に情報発信します。 

● 都市部等での移住相談会の開催や実際に嬉野での生活を体験してもらう「おためし移住制 

度」の導入など、移住希望者への相談・支援体制の充実を図ります。 

● 転入奨励制度や空き家利用促進など、移住・定住に関する優遇施策の拡充を図ります。 

●「ずっと住み続けたいまち・何度でも訪れたいまち」を目指し、市民や来訪者等の利便性を 

高める快適で景観にも配慮した生活環境や受入れ環境の整備促進に努めます。 

  

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

指標名 単位 
基準値（現状） 目標値 

2018（H30）年度 2024（R6）年度 

市・県が支援した移住者数 

（転入奨励制度・移住支援制

度・空き家バンク利用者等） 

人 

（累計） 

256 

（H26～30年度） 

750 

（R2～6年度） 

 

（具体的な施策） 

・ 県・関係機関等との連携による移住支援の取組み 

・ 大都市圏での移住相談会開催やポータルサイトの導入等による移住・定住情報発信の充実 

・ 「お試し移住制度」利用者等への相談・移住体験ツアーなどの支援体制の拡充 

・ 転入奨励制度など移住促進のための優遇施策の拡充 

・ 空き家利用促進のためのリノベーションなど助成制度の拡充 

・ 市が運営する空き家バンクへの登録促進 

・ 景観の保全と景観づくりの推進および道路・公園・排水処理施設など生活環境等の整備促

進 
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（４） 文化の薫るまちづくりの推進 
 

● 社会文化会館「リバティ」を市文化芸術活動の拠点とし、優れた文化・芸術・芸能の鑑賞 

など文化イベントの充実を図るとともに、各種文化団体や文化芸術活動の支援、後継者育 

成など積極的な文化振興に取り組みます。 

●「塩田津」など本市が有する多様な文化遺産や歴史的資源の保存・整備に努め、各関係団体 

等と連携しながら文化の薫るまちづくりを推進します。また、その地域資源の魅力を高め 

有効に活用し、交流人口等の増大にもつなげていきます。 

● 市内各地に受け継がれている多彩な伝統芸能の継承に努め、「ふるさと・うれしの」に愛 

着と誇りを持つ「郷土愛」の醸成を図ります。 

   

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

指標名 単位 
基準値（現状） 目標値 

2018（H30）年度 2024（R6）年度 

社会文化会館「リバティ」 

文化ホール利用件数 
件/年 333 380 

 

（具体的な施策） 

・ 市内外から多くの来場者を呼べる魅力的な演奏会・舞台芸術等の開催・誘致 

・ 文化芸術分野で活躍する佐賀・嬉野ゆかりの人物にスポットをあてたイベントおよびワー

クショップ等の開催 

・ 各種媒体を活用した市内外への文化芸術に関する情報発信の充実 

・ 塩田津・志田焼の里博物館・長崎街道・キリシタン史跡・鍋野和紙など文化遺産や歴史的

資源の魅力向上およびそれらを活用した文化振興 

・ 市内各地区に受け継がれる面浮立・踊浮立・猿浮立・鉦浮立・獅子舞・大名行列など伝統

芸能継承の支援 
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（５） 人と地域が元気になるスポーツの推進 
 

● 2020年の東京オリンピック・パラリンピックや2024年に佐賀県で開催される国民スポーツ 

大会・全国障害者スポーツ大会等の開催を契機とし、市民がスポーツに親しみを持つ機運 

の醸成を図ります。 

● 子どもの体力づくりや大人の健康増進を目的とした日々の生活の中で運動習慣を身に着け 

る事業等に取り組みながら、人と地域が元気になるスポーツによるまちづくりの推進を図 

ります。 

● スポーツコミッション組織など各関係機関との連携により、本市の多様な観光資源を活か 

し受入れ体制の強化も図りながらスポーツツーリズム※を推進し、交流人口等の増大につ 

なげていきます。 

 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

指標名 単位 
基準値（現状） 目標値 

2018（H30）年度 2024（R6）年度 

スポーツ施設利用件数 件/年 3,127 6,000 

スポーツ合宿参加者数 人/年 9,426 10,000 

 

（具体的な施策） 

・ 魅力あるスポーツイベントやスポーツキャンプ・合宿等の開催・誘致 

・ 各種媒体を活用した市内外へのスポーツに関する情報発信の充実 

・ 体力づくりや健康増進を目的とした運動習慣確立等のスポーツライフ推進事業の実施 

・ スポーツツーリズム推進のための受入れ体制強化および魅力向上 

・ 官民連携によるスポーツコミッション組織の育成 

・ スポーツを市民みんなで支えるスポーツサポーター制度の創設・育成 

 

 

※スポーツツーリズム・・・スポーツイベント等の参加者や観戦者と開催地周辺の観光とを融合させ、交流人口の

拡大や地域経済への波及効果等を目指す取組みのこと。 
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（６） ひとにやさしいまちづくりの推進 
 

● 市民や本市を訪れるすべての人が、安全・安心に社会生活や観光を楽しむことができる 

「バリアフリーなおもてなし」に満ちた日本一ひとにやさしいまちを推進します。 

● 市内全域でのバリアフリー化やユニバーサルデザイン（ＵＤ）に基づいた施設や環境整備 

等を進めるとともに、市民・企業・団体等が互いに助け合う「暮らしのバリアフリー」の 

推進を図ります。 

● 佐賀嬉野バリアフリーツアーセンターなど関係機関との連携により、本市を訪れる人々の 

ための「バリアフリー観光」を推進し、交流人口等の増大につなげていきます。 

 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

指標名 単位 
基準値（現状） 目標値 

2018（H30）年度 2024（R6）年度 

外国人や障がい者にも対応で

きるユニバーサルデザイン

（ＵＤ）ガイド登録者数 

人 29 50 

「ボッチャ」競技参加人数 
人 

(延人数) 
420 1,400 

 

（具体的な施策） 

・ 市全体での「バリアフリーなおもてなし」のための受入れ体制（ハード・ソフト）の拡充 

・ 市全体での「暮らしのバリアフリー」やＵＤの意識向上および普及啓発の推進 

・ 誰もが一緒に楽しめるユニバーサルスポーツ・レクの普及促進 

・ 市内におけるバリア状況調査やバリア情報発信の充実 

・ 建築物・道路・公園・公共交通などまちづくり全体にかかるＵＤ化の促進 

・ 連携協定校である佐賀女子短期大学等との連携強化によるＵＤに関する環境整備 

・ 「バリアフリー観光」のための佐賀嬉野バリアフリーツアーセンターの活動支援 
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（７） ふるさと教育の推進・関わりたいまちの推進 
 

● 本市ならではの自然・歴史・文化・産業・伝統行事といった多様な地域資源を活用し、地 

域・学校・家庭が一体となって郷土愛を育む教育に取り組み、市内在住の若年層が「ふる 

さと・うれしの」に愛着と誇りを持ち、「本市に（将来は）住みたい・戻ってきたい・貢 

献したい」と考える人材の育成に努めます。 

● 東京圏一極集中や少子高齢化の中、移住による定住人口や観光よる交流人口ではない、本 

市の「ひと・もの・こと・場所」等と多様に関わる関係人口の増大が重要となっていま 

す。市外在住の人や企業等に本市との交流や関わりを持ってもらうきっかけを増やし、継 

続的なつながりや関わりの深化によって地域が活性化する取組みを推進します。 

 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

指標名 単位 
基準値（現状） 目標値 

2018（H30）年度 2024（R6）年度 

「本市に（将来は）住みた

い・戻ってきたい・貢献した

い」と回答する市内在住高校

生の割合※ 

％ 
62.1 

（R1年度） 
70.0以上 

ふるさと応援寄附金（ふるさ

と納税）の寄附者数 
人/年 104,331 168,100 

※基準値については、令和2年1月に実施した市内高校に通う学生（市内在住者）へのアンケート結果によるもの 

 

（具体的な施策） 

・ 「嬉野学（郷土学習）」による郷土愛の育成および心の教育の推進 

・ 地域・学校・家庭のサポートによるコミュニティ活動など地域活動への参加促進 

・ 郷土の歴史を次世代に受け継ぐための「嬉野市史」の編さん 

・ 本市に関わりを持ってもらうためのシティプロモーション等の強化 

・ ふるさと応援寄附金事業および企業版ふるさと納税事業の推進 
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＜基本目標②＞ 嬉野市で働きたい“しごと”をつくる 
 

 

【関連するSDGs の目標】 

 

         
 

     
 

 

 

【数値目標】 

■新規雇用者数（5ヵ年累計）  160人 （H26～30年度： 30人） 

 

 
 
 

〔基本的方向〕 

○ 本市の重要課題のひとつである市内における新たな雇用の創出については、「しごと」

が「ひと」を呼び、「ひと」が「しごと」を呼び込む好循環を生み出すために、整備

した企業誘致ビルを活用し、積極的かつ継続的な企業誘致に取り組んでいく。 

○ 本市に活力を生み出す多様な産業の振興については、本市の強みである観光・商工や

茶業をはじめとする農業など、地場産業のさらなる育成・支援に努めるとともに、起

業支援制度の拡充等により、新たな産業の振興や新規開業の支援等にも取り組んでい

く。また、稼ぐ地域産業を確立し地域の活力を取り戻すため、各分野での競争力強化

を図るとともに、域外からや若者、女性といった新しい担い手も含め、地域産業に携

わる多様な「人財」の育成・確保に努めていく。 
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（１） 企業誘致ビルを活用した新たな雇用の創出 
 

● 2022年9月23日開業の西九州新幹線嬉野温泉駅横に新しく整備した企業誘致ビルを活用 

し、都市部等から企業進出しやすい環境・条件の整備を行いながら、若者や女性等が就業 

しやすい事務系企業の誘致を図ります。 

● 本市の雇用増大や定住促進、企業側が進出するにあたっての好環境や優遇措置など、本市 

と進出企業の双方にメリットの大きい企業誘致を推進するとともに、各企業に対して、積 

極的かつ継続的な企業誘致に関するプロモーションの充実を図ります。 

 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

指標名 単位 
基準値（現状） 目標値 

2018（H30）年度 2024（R6）年度 

企業誘致による新規雇用者数 
人 

（累計） 

12 

（H26～30年度） 

140 

（R2～6年度） 

 

（具体的な施策） 

・ 企業誘致ビルへの入居企業の獲得 

・ 県や各関係機関等と連携した企業誘致活動の強化 

・ 企業進出しやすい企業誘致支援制度の拡充 

・ 企業誘致にかかるプロモーションの充実 
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（２） 地場産業を支える企業支援・起業支援の推進 
 

● 先端設備導入や事業拡張のための施設整備等に対する奨励制度など、地場産業を支える市 

内企業への継続的な支援を図ります。 

● 市内で起業する場合の優遇措置等の支援制度を拡充するとともに、市内空き店舗活用によ 

る新規開業のための補助制度など、国・県や関係機関等と連携した地域に活力を与える育 

成・支援に取り組みます。 

● 若者や女性・障がい者等の積極的な雇用促進を図るとともに、ＵＪＩターンによる人材と 

市内企業等とのマッチングを支援し、移住者の就業促進や市内企業等の雇用増大につなげ 

ていきます。 

● 県や大学など関係機関と連携しながら地域と大学の関わりを強化し、域内大学に通う学生 

の地元に貢献したい意識の醸成と市内企業への就職率の向上や雇用の拡大・創出を図って 

いきます。 

 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

指標名 単位 
基準値（現状） 目標値 

2018（H30）年度 2024（R6）年度 

市内企業支援およびマッチン

グ支援による新規雇用者数 

人 

（累計） 

5 

（H26～30年度） 

10 

（R2～6年度） 

市が支援した起業件数 
件 

（累計） 

6 

（H26～30年度） 

10 

（R2～6年度） 

 

（具体的な施策） 

・ 市内企業に対する奨励制度等の支援拡充 

・ 移住や空き店舗活用等による起業支援の拡充 

・ 関係機関と連携した創業スクール開催等の創業支援の拡充 

・ 市内企業への若者や女性・障がい者の雇用促進・啓発 

・ ＵJＩターン等の移住希望者に対する域内企業情報や就業相談の充実 

・ 市内企業へのインターンシップ受入れ体制の強化・支援 

・ 大学等のサテライト教室開催や連携する大学との共同研究の実施 

・ 新商品・新サービス開発及び販売に対する支援 

・ 隙間時間を活用した就労希望者と企業等とのマッチング支援 
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（３） 魅力ある地域商工業の創造 

 

● 旅館や商店街等をはじめとする地域商工業を担う各種事業所と商工関連団体等との協働に 

より、域内の消費喚起のためのハード・ソフト事業や空き店舗対策事業など、多様な地域 

産業活性化ための取組みを推進するとともに、そのために必要な地域商工業の担い手育成 

にも取り組みます。 

● 観光客を含む消費者の多様なニーズに対応し、多くの人に選んでもらえる魅力的な特産品 

やサービス、また、高いデザイン性や実用性を追求した新たな商品等の開発・販売の促進 

を支援します。 

● 都市部等でも認知され、大消費圏域でも取り扱ってもらえるような本市ならではの特産品 

やサービスなど、各分野でのブランド力の向上やさらなる販路開拓・拡大を推進するとと 

もに、そのために必要なプロモーション活動の強化を図ります。 

● 西九州新幹線開業を契機とした新幹線を活かしたまちづくりの効果を地域全体に波及させ 

るために、新幹線駅からの人の流れを商店街など市内各地に拡大させる賑わい創出の企画 

・イベント等の取組みを推進・支援します。 

 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

指標名 単位 
基準値（現状） 目標値 

2018（H30）年度 2024（R6）年度 

観光消費額 
百万円 

/年 

14,408 

 （H30年） 

17,591 

 （R6年） 

商店街の空き店舗率 ％ 17.8 12.9 以下 

 

（具体的な施策） 

・ 金融機関等と連携した市内中小企業への事業資金融資等の支援 

・ 県や商工団体等と連携した地元企業の経営支援および地域産業の担い手育成・支援 

・ 空き店舗活用など商店街等活性化施策の推進・支援 

・ 魅力的な新商品・新サービスの開発や販路拡大のための支援 

・ キャッシュレス決済導入の促進・支援 

・ 消費拡大や販路開拓のための地域特産品やサービス等のプロモーション充実 

・ 賑わい創出企画など地域産業活性化に資する各種商工団体等の活動推進・支援 

・ ポイントカードを活用した地域内消費の促進 

・ 地場産品をはじめとする地域資源を活用した商品の生産から販売までを一貫して行うシス

テム構築のための支援 
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（４） うれしの茶の生産振興と販路・需要開拓 
 

● 本市の主要産業のひとつである茶業分野のさらなる振興を目指し、茶園・茶工場など基盤 

施設の整備や長寿命化を推進するとともに、各関係機関や茶業関連団体等との協働により、 

全国茶品評会での上位入賞など、これまでも高い評価を得てきた「良質なうれしの茶」の 

生産力の向上やブランド力の強化を図ります。 

● うれしの茶やうれしの紅茶の消費拡大のため、付加価値を高い新商品の開発やＰＲ等に取 

り組むとともに、新たな大消費地の獲得を求め、生産者・流通業者・組合・関連企業等の 

多様な関係者とともに国内外での調査・研究を重ねながら、積極的にうれしの茶の輸出事 

業を推進・支援します。 

 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

指標名 単位 
基準値（現状） 目標値 

2018（H30）年度 2024（R6）年度 

市内生産者のうれしの茶販売

高 
千円/年 794,000 795,500 

海外販路開拓に向けた商談成

立件数 

件 

（累計） 

13 

（H26～30年度） 

50 

（R2～6年度） 

海外販路開拓によるうれしの

茶出荷量 
トン/年 8.1 12.9 

 

（具体的な施策） 

・ 茶業生産基盤強化のための取組み支援 

・ 優良品種導入事業等による高品質茶生産拡大の支援 

・ 新商品開発等による高付加価値化の促進 

・ 茶業関係機関と連携した海外販路開拓の推進・支援 

・ 茶業関連団体各種協議会・団体等の活動推進・支援 

・ うれしの茶交流館を活用した「うれしの茶」発信およびブランド力の強化 
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（５） “うれしのブランド”づくりと稼ぐ農業の推進 
 

● 地域農業を活性化させることが地域振興のための重要な課題のひとつと認識し、市内で 

の生産活動を活発させる農業環境や生産体制の整備促進を図ります。また、活気ある農 

業の安定的な経営や収益性アップなど「稼ぐ農業」の確立を目指します。 

● 需要が高い農作物の作付面積拡大や品質向上を図るとともに、“うれしのブランド”を 

創造・確立する農作物生産の促進に努めます。また、農作業が重労働とならず生産しや 

すい作目の作付け推奨など、高齢者や女性をはじめとする新たな層への取組みを推進し 

ます。 

● 本市の主要作物である米・麦・大豆および茶以外の作付け推進を図ることにより、農閑 

期における収入確保や農地の有効活用を促進させるとともに、市内に広がっている遊休 

農地や耕作放棄地の拡大抑制を図ります。 

● 各関連機関や農作物関係団体等との連携により、農産物を加工し付加価値の高い商品を 

生み出す等の６次産業や農泊等の地域の多様な魅力を提供する都市農村交流、また、最 

新技術を駆使した次世代を担うスマート農業等についても積極的に推進・支援します。 

 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

指標名 単位 
基準値（現状） 目標値 

2018（H30）年度 2024（R6）年度 

“うれしのブランド”野菜の

作付面積 
ａ 

80 

（R2年度） 
150 

酒造用米(山田錦)の作付面積 ha 18 22 

農村ビジネスサポート事業の

取組み件数 
件/年 6 10 

 

（具体的な施策） 

・ 農業基盤整備や生産体制強化のための取組み推進・支援 

・ 需要の高い農作物の作付拡大や品質向上など地域ブランド確立のための取組み推進・支援 

・ 女性や高齢者等の就農促進および収益性向上につながる取組み推進・支援 

・ 各関係機関等と連携した６次産業化に関する取組みの推進 

・ 各関係機関等と連携した都市農村交流に関する取組みの推進 

・ スマート農業に取り組む農業者等への研修や機器導入の支援 
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（６） 活力ある農業担い手の育成と農業後継者の確保 
 

● 持続可能な地域農業の体制を確立していくために、すでに地区単位等で組織されている営 

農組合の法人化および未組織地区の新たな営農組織の組織化を推進・支援します。 

● 地域農業を支えていく意欲ある後継者として、認定農業者の育成や活動支援を図るととも 

に、県や関係機関等との連携により、トレーニングファームや指導農業士等の研修を受け 

た新規就農者への支援、および若い女性農業者等の営農意欲や経営参画を促進するための 

支援など“地域農業の担い手”の育成と確保を図ります。 

 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

指標名 単位 
基準値（現状） 目標値 

2018（H30）年度 2024（R6）年度 

任意営農組合の法人数 組合 8 12 

トレーニングファームによる

市内での就農者数 

人 

（累計） 

4 

（R2年度） 
10 

青年就農者数 人 19 32 

 

（具体的な施策） 

・ 集落営農組織の育成および経営体法人化の推進 

・ 認定農業者の育成と活動支援 

・ 新規就農者や女性就農者の育成と活動支援 

・ 農業次世代人材投資資金等を活用した農業後継者確保の促進 
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＜基本目標③＞ 嬉野市で結婚・出産・子育てしたい“まち”をつくる 
 

 
【関連するSDGs の目標】 

 

       
 

    
 
 
 

【数値目標】 

     ■出生数（5ヵ年累計）  1,000人 （H26～30年： 945人） 

     ■婚姻数（5ヵ年累計）    600組 （H26～30年： 566組） 

 
 

 
〔基本的方向〕 

○ 持続可能な地域社会を築いていく上で、昨今の人口減や少子化は日本全体としての

喫緊の課題となっている。本市においても安心して結婚や子どもを産み育てられ、

その喜びや大切さをパートナーとともに実感できる地域社会の創造を目指し、将来

的に結婚に結び付けられるような男女の出会いの場づくりを創出するなど、結婚を

希望する人をサポートする取組みを推進・支援していく。 

○ 市民の結婚・出産・子育てに対する希望が叶えられる基盤づくりとして、若い世代

が安心して働ける多様な雇用の場を創出することも重要となる。その上で婚姻率を

上昇させ、出生数の増加につなげていくために、仕事と生活の調和（ワーク・ライ

フ・バランス）の推進や結婚を希望する人を応援する施策に加え、子育て支援制度

や地域での子育てサポート体制など、子育てしやすい環境をさらに充実させ、妊

娠・出産・子育ての切れ目ない支援を行っていく。 

○ 本市の未来を創造していく子どもたちが、家庭・学校・地域の中で育まれながら心

身ともに成長し、多様できめ細やかな学びにより、確かな学力を伸ばしていくとと

もに、将来にわたってたくましく生きていく力を身につけるため、子どもたちの

「生きる力」の育成に取り組んでいく。 
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（１） 出会いをサポートする結婚支援 

 

● 全国的にも人口減や少子化問題が深刻化し地域社会の課題となっています。その課題解消 

の糸口として結婚問題に取り組み、男女の出会いの機会の提供や独身者へのスキルアップ 

講座の開催など多様な結婚支援を展開します。 

● 未婚化・晩婚化の傾向にある中、独身者自身に加え、社会全体としての結婚に対する機運 

の醸成と結婚支援情報の発信強化を図るとともに、他自治体や民間事業者等との協働によ 

る広域連携や新しいかたちでの結婚支援事業にも取り組みます。 

  

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

指標名 単位 
基準値（現状） 目標値 

2018（H30）年度 2024（R6）年度 

出会いの場におけるカップル成立数 
組 

（累計） 

68 

（H26～30年度） 

80 

（R2～6年度） 

結婚支援事業登録者数 人 101 150 

 

（具体的な施策） 

・ お見合いや婚活イベント開催等による男女の出会いの場の創出 

・ 結婚支援相談員やサポーター等の育成 

・ コミュニケーション力の向上など独身者向けスキルアップ講座の開催 

・ まちづくり団体等が実施する婚活イベントなどの取組み支援 

・ 結婚機運の醸成および結婚支援情報に関する発信の強化 

・ 他自治体や民間事業者等と連携した結婚支援事業の推進 
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（２） 妊娠・出産・子育てまでの切れ目のない支援 
 

● 少子化・核家族化の進展や夫婦共働き家庭の増加など、子どもを産み育てる環境が変化す 

る中、広域連携や各医療機関等との連携により、母子医療にかかる体制の確保および母子 

保健関する情報の提供など、子どもたちの健やかな発育と発達を促進する母子の健康づく 

りのための多様な取組みを推進します。 

● 誰もが安心して子どもを産み育てられる環境を整備するとともに、妊娠・出産・子育てに 

かかる不安感や負担感を軽減し孤立感を解消できるよう、子育て世代包括支援センターを 

活用し、妊娠・出産期から乳幼児・学童期に至るまでの相談支援など、切れ目のない支援 

の充実を図ります。 

  

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

指標名 単位 
基準値（現状） 目標値 

2018（H30）年度 2024（R6）年度 

訪問指導・健康相談件数 

（妊産婦、乳幼児、学童） 
人/年 3,838 4,000 

電子母子手帳アプリ（ゆっつら子育て

アプリ）ユーザー数 
人 

398 

（R2 年度） 
500 

 

（具体的な施策） 

・ 広域連携による夜間・休日小児救急医療の提供 

・ 妊娠・出産期から乳幼児・学童期に至るまでの母子サポート体制の充実 

・ 子育て世代包括支援センターを中心とした母子相談・支援の充実 

・ 母子保健に関する情報発信等の充実 
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（３） 安心して子どもを育てられる環境づくりの推進 
 

● 「子どもたちの歓声と笑顔があふれる子ども子育て先進地・嬉野」の実現を目指し、幼児 

期から子どもの健やかな発育と発達を促すため、子育て相談等がしやすい環境など、子ど 

もと子育てする親が笑顔になれる憩いの場を創出します。 

● 子どもが健やかに成長し、子どもを持つ親が不安なく子育てと仕事を両立していくため 

に、ニーズに応じた保育サービスの充実や子育てにかかる経済的支援を図るとともに、官 

民一体となって次代を担う子どもや子どもを育てる家庭を支援する「次世代育成支援」の 

多様な取組みを推進します。 

● 家庭と職場の両立ができるように男女がともに協力する家庭生活（ワークライフバラン 

ス）の推進と働きやすい職場環境の整備を促進する啓発活動の充実を図るとともに、女性 

が様々な分野で活躍するための各種セミナー等の情報発信および多様な働き方の普及・啓 

発を推進します。 

  

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

指標名 単位 
基準値（現状） 目標値 

2018（H30）年度 2024（R6）年度 

病児保育事業利用者数 人/年 40 50 

ファミリー・サポート・センター事業 

利用者数 
人/年 239 700 

日頃から家事（育児・介護を含む）に

関わる男性の割合※ 
％ 

68.7 

 （H28年度） 
85.0以上 

※基準値については、平成28年8月に実施した市民への「男女共同参画に関する意識調査」の結果を基に算出したもの 

 

（具体的な施策） 

・「こどもセンター」を中心とした妊娠・出産・子育て・教育等の相談支援の充実 

・ 育児不安・孤立化の解消や子育て相談・交流を促進する地域子育て支援センターの充実 

・ 保育サービスの充実および乳幼児や障がい児の保育の場の確保 

・ ファミリー・サポート・センターの体制強化およびサービス利用の促進 

・ ひとり親家庭への医療費助成や応援給付等の子育て支援および自立に向けた就業支援 

・「女性・子ども家庭支援センター」を中心とした児童虐待・DV等の家庭総合支援の充実 

・ 早期支援コーディネーターによる幼保小連携および放課後児童クラブ等による子育て支援 

・ ワークライフバランスの充実および男女共同参画の意識向上のための取組み推進 

・ 女性活躍の場を拡大するための取組み推進 
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（４） 特色ある教育の推進と確かな学力の育成 
 

● 本市での特色ある教育として『嬉野市副読本「生きる力」の教科書』を活用し、今後、出 

遭うかもしれない様々な問題に対して、自己解決力や自己防衛力とともに規範意識を育て 

ていきます。 
● 基本的な学習態度を培うとともに、「主体的・対話的で深い学び」の実現のために学習環 

境を整備します。 
● 地域とともにある学校づくりを目指し、コミュニティ・スクールによる地域との連携を図 

ります。子どもたちを中心に置き、学校・保護者・地域住民が一体となって取り組む施策 

を展開し、教育力の向上を目指します。 

 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

指標名 単位 
基準値（現状） 目標値 

2018（H30）年度 2024（R6）年度 

全国学力・学習状況調査 

対象学年／実施教科 

・小 6／国語、算数 

・中 3／国語、数学 
※年度によって英語、理科も実施 

－ 

小6：全教科で市平均

が全国平均以上 

中3：全教科で市平均

が全国平均以下（県平

均以上）（※R1年度） 

小中学校とも調査対

象の全教科で市平均

点が全国平均以上 

県小・中学校学習状況調査 

対象学年／実施教科 

・小 4・5・6／国語、算数、

理科、社会 

・中 1・2／国語、数学、 

理科、社会、英語 

－ 

小6：理科・中2：国語

以外の教科において、

市平均が県平均以上 

 

小中学校とも調査対

象の全教科で市平均

点が県平均以上 

小中学校のICT環境整備 ％ ― 

無線LAN（普通教室）

および可動PC（1人1

台）の整備率：100％ 

特別支援教育支援員配置 人 15 
必要とするすべての

学校へ配置 

 

（具体的な施策） 

・ 『嬉野市副読本「生きる力」の教科書』の活用による自己解決力・自己防衛力等の育成お

よび生きる力の伸長 

・ 小学校の「子ども学校塾」による学習習慣の定着および中学校の「放課後等補充学習支援

事業」による基礎学力の向上 

・ 国語辞典の支給・活用による語彙力等の育成 

・ より良い小中一貫教育の在り方に関する研究の推進 

・ 「校長先生の知恵袋事業」による校長のマネジメント力強化 

・ 早期からの教育相談等による就学支援の充実 

・ 学校運営協議会を核とした地域コミュニティ組織との協働による学校づくりの推進 

・ タブレット端末や既存の ICT 機器を活用した授業の充実 
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＜基本目標④＞ 嬉野市で安心して暮らしたい“地域”をつくる 

 

 
【関連するSDGs の目標】 

 

      
 

  
 

 

 

【数値目標】 

     ■地域コミュニティ事業への 

住民参加数             22,500人 （H30年度:  21,025人） 

 

      ■65歳以上人口に占める 

要支援・要介護者の割合    17.00％未満 （H30年度：  17.32％） 

 

 

 

〔基本的方向〕 

○ 本市では住民参加による持続可能な地域社会の構築に向け、小学校区を基本とした住

民組織である「地域コミュニティ」の確立を推進してきた。地域のつながりが薄れて

きている昨今において、今後もさらに地域コミュニティへの理解を深め、住民自治に

よる地域活性化の推進を図っていく。 

○ 地域での防災・防犯等の安全・安心に関する対策が課題となる中、地域コミュティ活

動の活性化やボランティア等による地域活動の促進により、個人でできることは個人

で（自助）、個人だけでできないことは個人と地域の協働で（共助）、地域でできな

いことは行政で（公助）の「補完性の原理」に基づき、地域の中で人と人とがつなが

り合うまちづくりを推進していく。 

○ 急速な高齢化の進展により高齢者のみ世帯が増加している中、高齢者がそれぞれに趣

味や生きがいを持ち、できる限り長く健康で自立した生活を営むことができる環境整

備を図っていくとともに、高齢者を地域・関係団体・専門機関・行政等の社会全体で

見守り・支え合う地域社会の構築を促進していく。 
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（１） コミュニティ活動等の推進 

 
● 市内７地区の地域コミュニティは、これからも各地域において安全・安心に暮らすことが 

でき、「住んで良かった・これからも住み続けたい」と実感できるよう、それぞれの地域 

課題の解決やテーマを持ったまちづくりを推進していきます。 

● さらなる地域づくりの促進を図るために、多様な社会貢献活動を行うＮＰＯやボランティ 

ア団体等のＣＳＯ（市民社会組織）に対する運営を支援し、新たな公共サービスの提供な 

ど行政と連携した取組みを推進します 

 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

 

 

 

 

 

 

（具体的な施策） 

・ 全地区地域コミュニティによる自主的・積極的な各種コミュニティ活動の推進・支援 

・ 地域コミュニティの活動状況等に関する情報発信の充実 

・ 各地区地域コミュニティの自主防災活動の推進・支援 

・ ＮＰＯの設立・運営や各種ＣＳＯの活動支援および交流や情報提供の促進 

・ 地域住民等による主体的な景観づくり活動の推進・支援 

・ 地域コミュニティセンターの整備・充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標名 単位 
基準値（現状） 目標値 

2018（H30）年度 2024（R6）年度 

地域コミュニティへの市事業

委託数 
事業/年 7 14 
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（２） 安全・安心なまちづくりの推進 
 

● 激甚化する災害に対応するため、市民一人ひとりの防災意識を高めるとともに、消防団や 

地域コミュニティおよび関係機関等との連携を強化しながら、地域防災力の拡充および危 

機管理体制の充実を図り、災害に対する安全確保に努めます。 

● 地域ぐるみで交通安全の意識向上を図り、警察等の関係機関と連携した交通安全運動等を 

推進し、交通事故の抑止に努めます。 

● 複雑多様化する犯罪等を抑制するため、防犯設備等の環境整備や未然防止の啓発活動を強 

化し、市民のための安全・安心なまちづくりを推進します。 

● 市内にある空家等について、必要な調査を実施するとともに、把握した危険空家等を対象 

に所有者や管理者へ指導を行い、必要な対応策や措置を講じることで市民の安全・安心な 

生活へつなげます。 

 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

 

（具体的な施策） 

・ 消防団のＰＲ・理解の促進および消防団員優遇措置等による消防団員確保の推進 

・ 女性消防団等による防災広報活動の推進 

・ 防災拠点整備の拡充および市民への防災・避難に関する情報発信の強化 

・ 建物等の地震に対する安全性向上のための耐震改修の促進 

・ 警察・交通安全協会・交通安全指導員等と連携した交通安全運動の推進 

・ 防犯灯・防犯カメラ等の計画的な増設 

・ 空家等の把握や空家管理の啓発および特定空家等※の指導・措置の実施 

 

※特定空家等・・・そのまま放置すれば倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態又は著しく衛生上有害となるおそれ

のある状態、適切な管理が行われていないことにより著しく景観を損なっている状態、その他周辺の生活環境の保全を図る

ために放置することが不適切である状態にあると認められる空家等のこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標名 単位 
基準値（現状） 目標値 

2018（H30）年度 2024（R6）年度 

消防団員数 

（うち女性消防団員数） 
人 

1,035 

（41） 

1,050 

（40） 

防災メール登録者数 人 703 1,500 

市内人身交通事故発生件数 件/年 
121 

（H30年） 

80以下 

（R6年） 
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（３） 健康長寿のまちづくりの推進 
 

● 市民すべての健康意識の向上を図るとともに、生活習慣病やその他疾病の早期発見・重症 

化予防のため、がん検診・各種健康診査および健康教育・相談の利用促進など健康長寿の 

まちづくりを推進します。 

● 健康長寿にかかる自己管理意識の普及啓発の一環として、市が実施する健康マイレージ事 

業や県が実施する健康アプリ：SAGATOCO（サガトコ）等への参画を促進します。 

 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（具体的な施策） 

・ 「嬉野市健康総合計画・食育推進計画」の推進 

・ 特定健康診査・特定保健指導実施率向上の推進 

・ がん検診受診率向上の推進 

・ 健康長寿への自己管理意識の普及啓発 

・ 「市健康マイレージ」・「県健康アプリ：SAGATOCO（サガトコ）」等の利用促進 

・ 国・県・医療機関等と連携した感染症等対策の推進 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指標名 単位 
基準値（現状） 目標値 

2018（H30）年度 2024（R6）年度 

特定健康診査受診率 ％ 44.7 60.0 以上 

特定保健指導受診率 ％ 61.2 61.2 以上 

がん検診    

 
胃がん ％ 9.1 13.3 以上 

子宮がん ％ 20.1 25.3 以上 

乳がん ％ 26.3 30.3 以上 

大腸がん ％ 12.7 20.4 以上 

肺がん ％ 11.5 18.2 以上 
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（４） 誰もが元気で住み続けられるまちづくりの推進 
 

● 高齢者が健康や運動について学び実践することで、要介護状態になることを未然に防ぐと 

ともに、高齢者の多様な交流や活動の場を創出し、一人ひとりが自分の健康は自分で守る 

ことができるようになることを目指します。 

● 市民の認知症や障がいに対する理解を深め、誰もができる限り住み慣れた地域で住み続け 

ることのできる地域社会の構築を図るとともに、地域ボランティアなど見守りネットワー 

ク活動の支援者を確保し、支援を必要とする市民やその家族を地域ぐるみで温かく見守り 

支え合えるまちづくりを推進します。 

● 市民一人ひとりが生涯にわたりいつでも自由に学習機会を選択し、豊かで自立した生きが 

いのある生活を送ることができるまちづくりを目指します。また、併せて地域等での多世 

代交流を促進する取組みも推進します。 

 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（具体的な施策） 

・ 介護予防教室（運動教室・健康教室）による介護予防および高齢者運動の促進 

・ 各地域における高齢者居場所づくりの推進・支援 

・ 様々な層を対象とした認知症サポーター養成講座の実施                                                                        

・ 生涯にわたる学ぶ気持ちの育成および生きがいづくりの推進・支援 

・ 地域コミュニティ事業等による多世代交流の推進（昔遊び・しめ縄づくり等） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標名 単位 
基準値（現状） 目標値 

2018（H30）年度 2024（R6）年度 

「高齢者居場所づくり」によ

る設置数 
箇所 10 25 

認知症サポーター数 
人 

(延人数) 
1,592 2,300     
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（５） 地域における身近な移動手段の確保
 

● 市内を発着・経由する路線バスは、昨今の急激な少子高齢化やマイカー利用等により、著 

しい利用者の増加は見込めないが、今後とも市民や観光客等の移動実態に応じた適切な路 

線の確保に努めます。 

● 自家用車など他の移動手段を持たない人や高齢者、障がい者、児童・生徒等の生活に必要 

な交通手段確保のため、地域の実情に合った乗り合いタクシーなど、地域公共交通の維持・ 

確保に努めます。 

● 将来にわたって持続可能な公共交通を目指し、時代に即した新たな交通体系の整備・検討 

を図ります。 

 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

 

 

 

 

 

 

（具体的な施策） 

・ 既存交通路線の維持・確保 

・ 福祉バスを含めた市内交通システムの開発・検討 

・ 「地域公共交通計画」に基づいた公共交通ネットワークの見直し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標名 単位 
基準値（現状） 目標値 

2018（H30）年度 2024（R6）年度 

市内公共交通路線数 路線 11 11 
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